
　
　
　

浜
田
市
市
民
憲
章（

平
成
18
年
10
月
１
日
制
定
）

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
青
い
海
と
緑
の
大
地
に
恵
ま
れ
た

美
し
い
自
然
と
温
か
い
人
情
を
誇
る
浜
田
市
民
で
す

　

明
る
く
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

こ
の
憲
章
を
定
め　

力
を
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す

一　

き
ま
り
を
守
り　

よ
い
習
慣
を
育
て

　
　

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

心
身
の
健
康
に
心
が
け　

明
る
い
家
庭
を
築
き

　
　

ゆ
と
り
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

働
く
喜
び
と
誇
り
を
も
ち

　
　

活
力
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

郷
土
を
愛
し　

教
養
を
高
め

　
　

文
化
の
か
お
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

高
齢
者
を
う
や
ま
い　

こ
ど
も
を
は
ぐ
く
み

　
　

み
ん
な
が
助
け
合
う
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　

命
の
大
切
さ
を
深
く
考
え

　
　

お
互
い
を
尊
重
す
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

2010

1月15日号
№ 103

なつかしの国　石見

　主な内容

市長所信表明 ………………………………………Ｐ２・Ｐ３
安全安心なまちづくりを目指して
防災安全講演会・浜田市防災防犯メール ………………Ｐ４
子育て＆健康ひろば ………………………………Ｐ12～Ｐ14

　12月13日㈰、石見の冬の風物詩となった「しおかぜ
駅伝」が行われました。　　　　　　（関連記事Ｐ10）

第18回浜田－益田間駅伝競走大会

（しおかぜ駅伝）

力走! ～タスキに込めたみんなの想い、

　　　次の走者につなげるために～



2広報はまだ：平成22年１月15日号

市
長
所
信
表
明

　

島
根
県
立
大
学
の
平
岡
都
さ
ん

が
、
ア
ル
バ
イ
ト
帰
り
に
行
方
不

明
と
な
ら
れ
、
遺
体
で
発
見
さ
れ

る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生

し
ま
し
た
。
元
気
に
戻
っ
て
こ
ら

れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま

し
た
だ
け
に
、
最
悪
な
結
果
と
な

り
、
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
今
は

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
残
忍
な
事
件

を
起
こ
し
た
犯
人
に
対
し
、
言
い

尽
く
せ
ぬ
怒
り
を
覚
え
る
と
と
も

に
、
一
刻
も
早
い
事
件
解
明
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

　

二
度
と
、
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な

事
件
が
起
き
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
直
ち
に
、
大
学
周
辺
道
路
の

○
は
じ
め
に

街
路
灯
増
設
や
、
バ
ス
運
行
時
間

の
延
長
や
路
線
の
見
直
し
な
ど
、

大
学
周
辺
の
安
全
対
策
と
、
ア
ル

バ
イ
ト
学
生
の
夜
間
帰
宅
時
に
お

け
る
交
通
手
段
の
確
保
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
関
係
の
皆
さ
ん
と

連
携
を
図
り
、
学
生
の
皆
さ
ん

が
、
一
刻
も
早
く
不
安
か
ら
解
放

さ
れ
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
万
全
の
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　
「
浜
田
市
犯
罪
の
な
い
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
も

と
、
学
生
は
も
と
よ
り
、
全
て
の

市
民
の
皆
さ
ん
が
「
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
」
地

域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
更
な

る
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

○
市
長
選
に
あ
た
っ
て

　

市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
各
方

面
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、

新
市
市
長
と
し
て
２
回
目
の
当
選

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

選
挙
戦
で
は
、
旧
那
賀
郡
を
中

心
に
市
内
を
廻
り
、
新
浜
田
市
の

広
大
な
面
積
を
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。
過
疎
や
高
齢
化
な
ど
、

色
々
な
問
題
を
抱
え
る
地
域
で

も
、
活
き
活
き
と
暮
ら
し
て
お
ら

れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
状
況
を
拝

見
し
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
と
と
も

に
、
市
長
と
し
て
の
責
任
の
重
大

さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
よ

う
、
全
力
で
市
政
を
担
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

民
主
党
政
権
が
誕
生
し
、
政
策

転
換
が
国
民
の
注
目
を
集
め
て
お

り
、
地
方
へ
の
影
響
を
懸
念
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
度
予
算

概
算
要
求
で
、
矢
原
川
ダ
ム
の
新

規
建
設
要
求
が
見
送
ら
れ
ま
し

た
。
過
去
に
幾
度
も
、
大
水
害
に

見
舞
わ
れ
た
浜
田
市
民
に
と
っ
て

は
、
第
二
浜
田
ダ
ム
や
矢
原
川

ダ
ム
の
建
設
は
、
長
年
の
悲
願
で

す
。
矢
原
川
ダ
ム
の
新
規
建
設
が

見
送
ら
れ
、
唐
突
に
公
表
さ
れ
た

こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
経
済
の
発
展
や
市

○
政
治
情
勢
に
つ
い
て

民
の
安
全
を
守
る
上
で
、
早
期
整

備
が
求
め
ら
れ
る
山
陰
自
動
車
道

も
、
全
区
間
の
事
業
費
が
大
幅
に

縮
小
さ
れ
、
開
通
時
期
の
遅
れ
が

危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

新
政
権
に
よ
る
政
策
転
換
が
、

市
民
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
強
く

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
島
根
県
や

島
根
県
市
長
会
と
連
携
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
国
に
対
し
、
積
極
的
な

働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

　

私
は
、
旧
浜
田
市
長
に
就
任
以

来
、
一
貫
し
て
「
市
民
の
た
め
の

市
政
」
と
「
和
の
市
政
」
を
市
政

推
進
に
当
た
っ
て
の
基
本
方
針
と

し
て
き
ま
し
た
。

　

２
期
目
の
任
期
と
な
り
ま
す
今

後
４
年
間
に
お
い
て
も
、
初
心
に

立
ち
返
り
、
こ
れ
ら
の
基
本
方
針

に
沿
い
、「
温
」の
精
神
の
も
と
に
、

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
、
温
か
い

市
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

全
国
的
に
、
少
子
高
齢
化
や
医

師
不
足
、
経
済
情
勢
の
悪
化
な

ど
、
地
方
を
取
り
巻
く
状
況
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
浜
田
市
に
お
い
て
も
、
同
様

に
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
こ
れ

ら
の
問
題
を
は
じ
め
諸
課
題
が
山

積
し
、
市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

○
２
期
目
の
市
政
運
営
に

　

つ
い
て

し
て
お
り
、
迅
速
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

山
積
す
る
諸
課
題
の
解
決
に
向

け
、
５
点
の
重
点
項
目
を
中
心
と

し
た
各
種
施
策
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①
自
治
区
制
度
の
充
実
と
自
治
区

の
更
な
る
発
展

　

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
当

市
独
自
の
自
治
区
制
度
の
も
と
、

各
種
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

　
「
川
上
で
あ
る
旧
那
賀
郡
に
、

多
く
の
住
民
が
活
き
活
き
と
生
活

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
上
流
か
ら

栄
養
分
豊
か
な
き
れ
い
な
水
が
、

下
流
の
日
本
海
へ
と
流
れ
込
む
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
川
下
の
水
産

浜
田
が
再
生
さ
れ
、
新
市
全
体
の

発
展
に
つ
な
が
る
」
と
の
思
い
か

ら
、
制
度
が
定
着
す
る
よ
う
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
行
い
ま
し
た
検
証
で
は
、

自
治
区
長
や
総
合
支
所
の
設
置
、

地
域
振
興
基
金
の
有
効
活
用
な
ど

に
よ
り
、
制
度
が
住
民
に
安
心
感

を
も
た
ら
し
、「
個
性
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
の
実
現
に
大
い
に
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
ま
し
た
。
一
方
で
は
、
地
域
協

議
会
の
改
選
時
期
や
会
議
の
あ
り

方
な
ど
制
度
が
抱
え
て
い
た
様
々

な
課
題
が
整
理
で
き
ま
し
た
。

○
重
点
項
目

　宇津徹男市長は、平成21年12月
市議会定例会の開会にあたり、諸
議案の説明に先立ち新市２期目の
施政方針並びに政策方針につい
て、所信の一端を述べました。
　今回は、その内容を抜粋してお
知らせします。

第二浜田ダム完成予想図
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検
証
で
整
理
し
た
課
題
を
改
善

し
、
自
治
区
制
度
の
一
層
の
充
実

を
図
り
、
各
自
治
区
の
更
な
る
発

展
を
目
指
し
て
施
策
を
進
め
ま
す
。

②
Ｕ
Ⅰ
タ
ー
ン
促
進
を
中
心
と
し

た
定
住
対
策
の
推
進

　

定
住
対
策
は
、
市
政
全
般
に
か

か
わ
る
総
合
施
策
で
あ
り
、
全
庁

を
あ
げ
て
「
浜
田
市
Ｕ
・
Ⅰ
タ
ー

ン
促
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
農

林
漁
業
を
中
心
と
し
た
就
労
対
策

や
住
居
対
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
都
会
地
か
ら
多
く
の
若
い
世

代
の
皆
さ
ん
に
、
浜
田
市
に
「
来

て
」、「
見
て
」、「
知
っ
て
」、「
暮
ら

し
て
」
も
ら
う
こ
と
の
で
き
る
よ

う
、
は
ま
だ
暮
ら
し
体
験
事
業
な

ど
の
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、「（
仮
称
）
定
住
対
策
課
」

を
新
設
し
、
定
住
に
関
す
る
情
報

の
集
中
管
理
お
よ
び
情
報
発
信
を

全
庁
的
に
取
り
組
み
、
更
な
る
積

極
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

③
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
産
業

の
創
出

　

産
学
官
や
企
業
間
連
携
、ま
た
、

島
根
県
の
新
産
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
の
連
携
を
深
め
、
新
ビ
ジ

ネ
ス
の
起
業
や
新
分
野
へ
の
異
業

種
参
入
を
促
進
し
、
地
域
資
源
を

活
か
し
た
新
産
業
の
創
出
に
努
め

ま
す
。
浜
田
市
名
誉
市
民
の
佐
々

木
正
先
生
を
中
心
と
し
た
新
産
業

創
出
支
援
組
織
の
充
実
を
図
り
、

は
ま
だ
産
業
振
興
機
構
と
の
連
携

の
も
と
、
新
し
い
技
術
の
情
報
提

供
や
企
業
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
内
の
既
存
産
業
が
保
有
す
る

未
利
用
、
ま
た
は
、
未
開
発
の
地

域
資
源
な
ど
が
有
効
活
用
さ
れ
、

新
た
な
産
業
の
創
出
に
結
び
つ
く

よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

④
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し

た
地
域
医
療
体
制
の
充
実
と
旧

医
療
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
利
用

　

新
し
い
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能

や
緩
和
ケ
ア
機
能
な
ど
、
新
た
な

医
療
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

成
人
病
予
防
セ
ン
タ
ー
の
健
診
事

業
と
の
統
合
や
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ

の
導
入
で
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

拠
点
と
し
て
、更
に
充
実
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
積
極
的
な
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
ほ
か
の
医
療
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
、
医
師
不
足

の
解
消
や
将
来
の
人
材
育
成
な

ど
、
地
域
医
療
を
守
る
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

　

旧
医
療
セ
ン
タ
ー
の
跡
地
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
集
え
る
生
涯
学

習
の
拠
点
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

浜
田
図
書
館
は
、
老
朽
化
や
利

便
性
が
低
い
こ
と
か
ら
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
新
図
書
館
建
設
を

熱
望
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

図
書
館
の
建
設
は
、
国
の
出
先

機
関
の
合
庁
化
と
あ
わ
せ
、
市
役

所
周
辺
を
整
備
す
る
シ
ビ
ッ
ク
コ

ア
事
業
の
中
で
、
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
現
時
点
で
、
国

の
合
庁
化
の
見
通
し
が
立
っ
て
い

な
い
た
め
、
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
事
業

か
ら
切
り
離
し
、
今
後
市
民
の
人

も
含
め
た
、
図
書
館
建
設
の
検
討

委
員
会
を
早
急
に
立
ち
上
げ
、
旧

医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
建
設
す
る

こ
と
も
視
野
に
入
れ
、
具
体
的
に

検
討
し
ま
す
。

⑤
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ

ン
タ
ー
の
開
庁
を
契
機
と
し
た

地
域
活
性
化
と
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り

　

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ

ン
タ
ー
で
は
、
全
国
初
の
盲
導
犬

パ
ピ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ホ
ー

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ほ
か
、
多

く
の
職
業
訓
練
や
構
外
作
業
な
ど
、

受
刑
者
の
社
会
復
帰
に
向
け
て
の

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
更

に
、
地
元
産
品
の
供
給
促
進
を
図

り
な
が
ら
、
地
域
活
性
化
や
経
済

効
果
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

21
世
紀
は
、
人
権
の
世
紀
で
す
。

浜
田
市
で
は
、平
成
20
年
６
月
に
、

「
浜
田
市
人
権
尊
重
都
市
宣
言
」

を
制
定
し
、
こ
の
宣
言
の
も
と
、

す
べ
て
の
人
と
人
が
つ
な
が
り
、

全
国
に
誇
れ
る
人
権
意
識
の
高
い

優
し
い
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
各
種

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

浜
田
市
民
の
特
徴
は
、
市
民
憲

章
に
謳
っ
て
い
ま
す
よ
う
に
、「
温

か
い
人
情
」
で
す
。
受
刑
者
が
浜

田
市
民
の
温
か
い
人
情
に
触
れ
、

更
生
に
一
層
の
効
果
が
表
れ
、
二

度
と
罪
を
犯
す
こ
と
の
な
い
、
日

本
一
再
犯
率
が
低
い
矯
正
施
設
と

な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
差
別
や
偏
見
の
な

い
「
人
権
尊
重
の
ま
ち
浜
田
市
」

の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
の
５
点
の
重
点
項
目
と
、

・

が
ん
検
診
の
無
料
化

・
小
中
学
校
の
耐
震
化
と
校
庭
の

芝
生
化

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
政
治
、
経

済
情
勢
の
中
、
定
員
適
正
化
計
画

や
行
財
政
改
革
の
着
実
な
実
行

と
、
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指

し
、
職
員
の
先
頭
に
立
ち
、
様
々

な
取
り
組
み
に
挑
戦
し
ま
す
。

　
「
青
い
海
・
緑
の
大
地　

人
が

輝
き
文
化
の
か
お
る
ま
ち
」
の
理

念
の
も
と
、
新
浜
田
市
が
、
島
根

県
西
部
の
中
核
都
市
と
し
て
、
更

な
る
発
展
を
遂
げ
る
よ
う
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
お
わ
り
に

新浜田医療センター開院（11月）

・

三
隅
自
治
区
の
図
書
館
建
設

・

農
業
生
産
額
の
３
億
円
ア
ッ
プ

・

農
林
水
産
品
の
浜
田
ブ
ラ
ン
ド

化
の
推
進

・

学
校
給
食
の
地
産
地
消
の
拡
大

・

浜
田
港
を
活
用
し
た
貿
易
振
興

・

道
路
や
河
川
な
ど
、
都
市
基
盤

整
備
の
推
進

・

子
育
て
支
援
の
充
実

・

高
齢
者
、
障
が
い
者
の
人
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
施
策
の
推
進

・

自
主
防
災
組
織
の
設
立
促
進

な
ど
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
各

種
取
り
組
み
を
進
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
、
安
全
で
住
み
よ

い
、
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

「人権尊重都市宣言」制定
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市
で
は
、
市
内
で
災
害
や
事
件

が
起
き
た
際
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

へ
情
報
提
供
を
行
う
た
め
、「
浜

田
市
防
災
防
犯
メ
ー
ル
」
の
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
平
成
20
年
１
月
17
日

（
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
）

か
ら
開
始
し
、
２
年
が
経
ち
ま
し

た
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
へ
身
近

な
防
災
・
防
犯
情
報
の
配
信
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

情
報
を
迅
速
に
収
集
す
る
体
制

づ
く
り
を
日
頃
か
ら
考
え
る
こ
と

が
、
災
害
時
に
被
害
を
最
小
限
に

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

う
し
た
手
段
の
１
つ
と
し
て
「
防

災
防
犯
メ
ー
ル
」
を
ぜ
ひ
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
は
無
料
で
す
が
、
受
信
に

係
る
通
信
料
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。
登
録
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
浜

田
市
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
も

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

配
信
情
報

・

気
象
情
報
（
気
象
警
報
情
報
・

土
砂
災
害
警
戒
情
報
・
竜
巻
注

意
情
報
な
ど
）

『
浜
田
市
防
災
防
犯
メ
ー
ル
』

・

防
災
危
機
情
報
（
避
難
情
報
・

避
難
所
開
所
情
報
・
ダ
ム
放
流

情
報
な
ど
）

・

防
犯
交
通
情
報
（
子
ど
も
の
連

れ
去
り
や
声
か
け
事
案
・
防
犯

交
通
啓
発
情
報
な
ど
）

登
録
方
法

　

登
録
は
、
次
の
登
録
用
ア
ド
レ

ス
に
件
名
・
本
文
を
入
力
せ
ず
に

メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
す
。
ま
た
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
の
携
帯
電
話
を

利
用
す
る
場
合
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ア
ド
レ
ス
を
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

登
録
用
ア
ド
レ
ス

　

ham
ada@

xpressm
ail.jp

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

配
信
実
績
（
平
成
21
年
４
月
１
日

〜
12
月
28
日
）

・

気
象
情
報　
　
　
　

53
件

・

防
災
危
機
情
報　
　

45
件

・

防
犯
交
通
情
報　
　

19
件

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
務
課
防
災
交
通
係

　
（
☎
内
線
３
２
５・

３
４
０
）

　

地
域
の
防
災
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
で
今
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
「
防
災

安
全
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

自
主
防
災
組
織
結
成
に
向
け
た

■
防
災
安
全
講
演
会

日
時　

２
月
６
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
〜

場
所　

島
根
県
立
大
学
講
堂

演
題　

中
越
沖
地
震
で
地
域
は
ど

う
対
応
し
た
か
〜
日
ご
ろ
の
地

域
の
つ
な
が
り
は
、
災
害
時
ど

の
よ
う
に
活
か
さ
れ
た
の
か
〜

講
師　

関
矢
登
さ
ん
・
関
矢
延
恵

さ
ん
（
新
潟
県
柏
崎
市
松
美
町

内
会
長
）

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
！

〜
自
分
た
ち
の
地
域
は

　
　
　

自
分
た
ち
で
守
る
〜

窓口
日
曜
窓
口
を
廃
止

し
ま
す

　

証
明
書
自
動
交
付
機
の
設
置
に

よ
り
、
休
日
も
住
民
票
の
写
し
な

ど
の
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
３
月
末
を
も
っ
て
日
曜
窓
口

を
廃
止
し
ま
す
。
今
後
は
、
証
明

書
自
動
交
付
機
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
証
明
書
自
動
交
付
機
の

利
用
に
は
、
証
明
書
自
動
交
付
機

の
機
能
が
付
い
た
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
２
月
の
日

曜
窓
口
に
お
い
て
、
午
前
９
時
〜

午
後
０
時
30
分
ま
で
の
間
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
申
請
受
付
お

よ
び
交
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
合
窓
口
課

　
（
☎
内
線
１
４
３
）

統計調査 2010年世界農林業センサスにご協力ください

　２月１日を基準日として、世界農林業センサスを実施します。
　この調査は、農林業の未来に役立てるために５年ごとに実施する大切な調査です。

　農業・林業を行っている皆さんのお宅や会社に、調査員が
調査に伺いますので、ご協力をお願いします。
　調査票に記入した内容については、統計法に基づき秘密は
厳守しますので、安心して記入してください。

問い合わせ先
　本庁総務課統計係
　（☎内線３２０）

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
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助成
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
開
催

を
支
援
し
ま
す

　

市
内
の
施
設
を
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
（
各

種
会
議
・
学
会
・
研
究
大
会
な
ど
）

の
主
催
者
に
補
助
金
を
助
成
し
ま

す
。

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
促
進
事
業

助
成
要
件　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
も
の
。
た
だ

し
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致

を
目
的
と
し
た
補
助
金
で
あ
る

た
め
、
既
に
実
施
が
決
ま
っ
て

い
る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

・

市
内
の
施
設
を
会
場
と
し
て
開

催
す
る
も
の

・

開
催
規
模
が
、
県
大
会
規
模
も

し
く
は
同
等
程
度
以
上
の
も
の 

・

市
内
の
宿
泊
施
設
に
宿
泊
す
る

延
べ
人
数
が
25
人
以
上
で
あ
る

こ
と

・

産
業
、
学
術
、
文
化
ま
た
は
芸

術
の
振
興
に
寄
与
す
る
も
の

・

営
利
を
目
的
に
す
る
も
の
で
な

い
こ
と

・

政
治
目
的
ま
た
は
宗
教
的
活
動

の
た
め
の
も
の
で
な
い
こ
と

・
集
団
的
に
ま
た
は
常
習
的
に
暴

力
的
不
法
行
為
を
行
う
お
そ
れ

の
あ
る
組
織
の
利
益
に
な
る
も

の
で
な
い
こ
と

・

主
催
者
が
国
、
地
方
公
共
団
体

で
な
い
こ
と

・

市
か
ら
ほ
か
の
補
助
金
な
ど
の

助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・

そ
の
ほ
か
市
長
が
適
当
と
認
め

る
も
の

申
込
方
法　

補
助
金
の
総
額
は
、

予
算
の
範
囲
内
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
事
前
に
相
談
が
必
要

で
す
。

※　

申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付

け
ま
す
。
会
議
な
ど
を
開
催
す

る
１
か
月
前
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
観
光
振
興
課

　
（
☎
内
線
４
３
５
）

補助金額
市内宿泊施設の宿泊者数

（延べ人数）
補助金額
（円）

25～49 50,000

50～99 100,000

100～149 200,000

150～ 300,000

※　申請状況によっては、交付決定
額が減額となる場合もあります。

市税・国民健康保険料（税）・後期高齢者医療保険料

夜間納付窓口を開設します

　市税・国民健康保険料（税）・後期高齢者医療保
険料の納付・納付相談について、平日夜間窓口を
開設します。仕事などで日中の納付・納付相談が
困難な人や納め忘れていた人は、ぜひ利用してく
ださい。
期間　１月28日㈭・29日㈮
　　　午後５時30分～７時30分
場所　市役所本庁２階徴収課⑰番窓口
※　本庁川側地階入口から
　お入りください。
問い合わせ先
　本庁徴収課
　（☎内線２１３・２１５）

今日からおうちで省エネ!!【電気カーペットの巻】

～二酸化炭素（CO２）の排出を減らして、地球温暖化を防ごう！～

　電気カーペットは足元が暖かくて気持ちがいいで
すね。ここでちょっと電気カーペットの使い方を見
直してみましょう。環境にやさしいだけでなく、家
計にもおトクです。
○断熱マットで効率アップ
　床にじかに敷くと、熱が床に逃げて暖房効率が下
がります。カーペットの下に断熱マットなどを敷く
のが省エネのコツです。
○人のいない部分は、暖めない
　カーペットを分割して暖める機能もあるので、人
のいない部分はスイッチＯＦＦ。

☆広さにあった大きさを
　年間で電気89.91kwhの省エネ
　約1,980円の節約
　原油換算22.66Ｌ　CO２削減量40.7㎏
■室温20℃のとき、設定温度が【中】の状態で１日
５時間使用した場合、３畳用のカーペットと２畳
用のカーペットとの比較

☆設定温度は低めに
年間で電気185.97kwhの省エネ
約4,090円の節約
原油換算46.86Ｌ　CO２削減量84.2㎏
■３畳用で、設定温度を【強】から【中】にした場
合（１日５時間使用)

出典　㈶省エネルギーセンター【家庭の省エネ大事典2009
年２月版】

（本庁くらしと環境課）
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税務課からのお知らせ 問い合わせ先
　本庁税務課市民税係（☎内線２３２・２３５）

　市役所本庁１階ロビーでは、上記の期間で申告相談
窓口を設置します。
　また、各自治区や出張申告会場の日程は、次回の
『広報はまだ』２月１日号で申告書の書き方や申告用
紙の掲載と併せてお知らせします。
　申告相談のほかに、税金のことや国民健康保険料の
ことなど気軽に相談してしてください。

平成22年度 市民税県民税〔兼　　　　　　〕の申告のお知らせ

期間　２月１日㈪～３月15日㈪
場所　市役所本庁１階市民ロビー
時間　午前９時～午後５時

国 民 健 康 保 険 料
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

　この申告で提出する申告書は、市民税県民税などを
正しく算出する基礎となり、また、所得証明・納税証
明など証明の発行に必要なものですので、次の内容を
確認の上、申告が必要な人は申告期限の３月15日㈪ま
でに必ず提出してください。

次の各点に注意してください。
○遺族年金・障害年金・雇用保険による失業給付など
は非課税所得ですが、それらを受給している旨を申
告してください。
○申告がない場合、児童手当・保育園の入園・公営住
宅入居の申し込みなどの各種申請に必要な所得証明
など、証明書の発行ができない場合があります。ま
た、国民健康保険料の低所得者に対する各種制度が
認められなくなる場合があります。

申告相談期間

市民税県民税申告が必要な人
　平成22年１月１日に浜田市に住所があり、平成21年中に
所得があった人は、この申告書を提出してください。
　ただし、

（※１）②③に該当する人で、年
末調整などにおいて控除されな
かった所得控除（医療費を支
払った場合や国民健康保険など
の保険料を支払った場合など。
詳しくは、次号『広報はまだ』
２月１日号に掲載予定です。）の適用を受けよう
とする場合は、申告書を提出してください。

（※２） ④に該当する人で、上場株式などの配当など
で支払時において住民税が徴収された配当所得また
は源泉徴収口座における株式等譲渡所得を総所得金
額に含め、配当割額または株式等譲渡所得割額の控
除を受けようとする場合は、申告書を提出してくだ
さい。

①所得税の確定申告書を提出した人（または提出予定の人）
②給与所得のみの人で、勤務先において年末調整を受けた人（※１）
③年金・恩給などの所得のみの人（※１）
④上場株式などの配当などで支払時において住民税が徴収された配
当所得または源泉徴収口座における株式等譲渡所得のみの人、ま
たは②③に該当する人でこれらの所得がある人（※２）

①～④に該当する人は、この申告書を提出する必要はあり
ません。

Q１．どういった都道府県・市区町村が寄附先の対象と
なるのですか？出身地や過去の居住地などに限られる
のですか？

税金Q＆A
ふるさと納税（寄附金控除）

Ａ１．全都道府県・全市区町村が対象になり、自由
に選ぶことができます。生まれ育った故郷だけで
なく、心の故郷やこれから住みたい故郷など、皆
さんが希望するところが「ふるさと」となります。

Q２．寄附金の額に決まりはありますか。

Ａ２．寄附される金額に決まりはありません。ただ
し、寄附金控除の適用下限額が5,000円となってい
ます。そのため、5,000円以下の寄附は控除を受け
ることはできません。
　　また、控除対象限度額については、所得税が、
総所得金額などの40％まで、住民税が30％までと
なっていますので、注意してください。 

Q３．税の控除を受けるには、どのような手続が必要で
すか。

Ａ３．所得税と住民税の両方の税金の軽減を受けよ
うとする場合は、最寄りの税務署で所得税の確定
申告をする必要があります。寄附をした翌年に確
定申告をしてください。確定申告の際には、都道
府県・市区町村が発行する領収書などの添付また
は提示が必要です。
　　なお、所得税の確定申告をした場合は、税務署
から居住している市区町村に連絡されますので、
改めて市区町村に申告する必要はありません。 

Q４．私は、平成21年８月１日にふるさとのB市に寄附
をしましたが、税金が実際に軽減されるのはいつから
ですか？

Ａ４．平成21年１月１日～12月31日までの寄附金
は、住民税の場合、平成22年６月以降納めてもら
う平成22年度の税金が、本来納めてもらう税額よ
り軽減されます。
　　また、所得税の場合は平成21年分の所得税が軽
減されます。

事業主の皆さんへ

税務課からのごあんない

　平成21年中に給与などの支払いをした人の給与支
払報告書の提出をお願いします。
　提出先　本庁税務課
対　象　平成22年１月１日に浜田市に住所がある人
提出方法　給与支払報告書は、正本と複本の２部を
提出してください。正本には浜田市提出用の総括
表と徴収区分仕切紙を使用してください。郵送で
の提出も受け付けています。
提出期限　２月１日㈪
　　給与支払報告書の提出は磁気ディス
クやeLTAXで!!
　詳しくは、お問い合わせください。

　１月は市民税県民税の第４期および国
民健康保険料の第８期の納付月です。
 口座振替は２月１日㈪になります。
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　浜田の皆さん、　　　　　　　　　　（明けまし
ておめでとうございます）。今年は寅年というこ
とで、虎の話をしたいと思います。
　山が多く、虎が繁殖しやすい環境の朝鮮半島に
は、約３万年前から虎が住んでいたと思われま
す。昔はその数が多く、街に下りてきて人を襲う
こともしばしばあったようです。朝鮮時代の記録
によると、首都ソウルの宮殿にまで虎が現れたこ
ともあるとか。
　しかし、現在は絶滅状態で、1921年に最後の虎
が捕獲されたという記録以来、野生の虎が目撃さ
れたという公式記録はありません。
　では、昔の韓国人にとって、虎はどんな意味が
あったのでしょうか。
　まず、悪を追い払い、福を呼ぶ山の神様、また
は神様の使いとして神聖視されていました。お正
月には松とカササギ、そして虎を一緒に描いた
「虎

ホ シ ャ ク ズ

鵲図」を飾り、今年もいいことがありますよ
うにと願っていたそうです。
　また、虎は家畜や人間を襲う恐ろしい存在でも
ありました。虎に食われた人間は「　　　」とい
うお化けになり、虎の使いになると思われていま

した。チャングィはほかの人を虎のところに呼び
出し、その人を虎の餌にさせないと成仏できない
と思われていたそうです。
　一方、昔話では、人間や小さい動物に騙される
頭の悪い動物に描かれることもあります。これ
は、一般庶民が大きい力を持つ両

ヤンバン

班（上流階級)
を虎に例え、その虎を馬鹿にすることで鬱

うっ

憤
ぷん

を晴
らしたと言われています。
　韓国人にとってこんなに身近だった虎ですが、
人間の欲望のせいで今は動物園でしか見ることが
できなくなりました。戦争や無計画的な捕獲で、
虎だけではなく、狼やキツネなども韓国の地から
姿を消してしまいました。
　私が、たまに浜田の道でキツネとかとばったり
会うと、びっくりしながらも心のどこかでほっと
するのは、まだ浜田では動物と人が共存している
からだと思います。

2010年を迎えて～虎のお話～
浜田市国際交流員　金　穂原

移動図書館Ｌ♡ＶＥ ＢＯＯＫ号がやって来ます!!

　主に小中学校、公民館を巡回し（８コース）、本の貸出をしていますので、ぜひ利用してください。
貸出　１人３冊まで　　返却　次回巡回時（約１か月後）
★L♡VE BOOK（ラブック）号巡回日程表（２月）★　　　　問い合わせ先　浜田図書館（☎㉒０４８０）

２日㈫ 今福小学校
10：00～10：35

今福公民館
10：45～11：15

美又公民館
11：25～11：55

波佐小学校
13：00～13：30

ときわ会館
13：40～14：30

久佐公民館
15：00～15：45

４日㈭ 雲城小学校
10：20～10：50

小国公民館
11：15～11：50

金城中学校
12：50～13：30

金城支所前
13：40～14：10

有福小学校
14：50～15：30

宇野小学校
15：45～16：30

９日㈫ 木田小学校
10：00～10：40

木田生活改善センター
11：00～11：40

旭センター
12：20～12：50

旭中学校
12：55～13：30

ふるさと歴史公園
13：45～14：45

今市小学校
15：00～16：00

12日㈮ 和田小学校
10：10～10：50

市木生活改善センター
11：20～12：00

市木小学校
12：55～13：35

都川高齢者
活動促進センター
13：50～14：50

佐野小学校
15：30～16：10

16日㈫ 岡見小学校
10：15～10：45

岡見公民館
11：00～12：00

三隅小学校
12：50～13：40

三保公民館
13：50～14：50

白砂公民館
15：00～16：00

18日㈭ 井野小学校
10：10～10：45

井野公民館
11：00～12：00

三隅中学校
13：00～13：35

黒沢公民館
14：00～14：50

三隅公民館
15：10～16：00

23日㈫
井野小学校
室谷分校

10：10～10：40

大麻公民館
11：00～12：00

美川小学校
第四中学校
12：50～13：30

美川公民館
13：40～14：20

美川公民館西分館
14：30～15：10

バス停下鍋石
15：25～16：00

25日㈭ 弥栄小学校
12：50～13：40

弥栄会館
13：50～14：30

杵束公民館
14：40～15：30

弥栄中学校
15：50～16：30

※　「都川ふれあい店舗」閉鎖のため、「都川高齢者活動促進センター」に変更となりました。

セ ヘ ポ ク マ ニ パ ドゥ セ ヨ

チャン グィ
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人
権
作
文
を
と
お
し
、「
発
達
障
害
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
④

「
ぼ
く
の
人
生
こ
ん
ぺ
い
と
う
」

小
学
校
６
年
生

　

ぼ
く
に
は
、「
発
達
障
害
」
と
い
う
障
害

が
あ
り
ま
す
。
障
害
で
は
あ
っ
て
も
病
気
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
生
ま
れ
た
時
か
ら

の
障
害
な
の
で
す
。
ぼ
く
の
障
害
名
は
、「
Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
多
動
性
障
害
）」
と
「
高

機
能
自
閉
症
」
で
す
。
他
に
も
発
達
障
害
に

は
、「
Ｌ
Ｄ
（
学
習
障
害
）」
や
「
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
症
候
群
」「
自
閉
症
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ぼ
く
に
障
害
が
あ
る
と
わ
か
っ
た
の
は
、

２
歳
９
か
月
の
こ
ろ
で
す
。
し
ゃ
べ
り
始
め

が
遅
く
、
不
思
議
な
言
葉
を
言
っ
て
い
て
、

走
り
出
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
の
で
、
障
害
に

詳
し
い
お
医
者
さ
ん
に
み
て
も
ら
っ
た
よ
う

で
す
。
そ
の
時
に「
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
」と
診
断
さ
れ

ま
し
た
。
不
思
議
な
言
葉
の
こ
と
は
、｢

あ
、

宇
宙
語
で
す
ね
。」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
１
年
生
の
時
、「
高
機
能
自
閉
症
」

と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
に
入
っ
て
か
ら
い
じ
め
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
か
ら
か
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
幼
い
こ
ろ
は
遊
ん
で
く
れ

て
い
る
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

そ
の
う
ち
い
や
が
ら
せ
だ
と
わ
か
り
ま
し

た
。「
ガ
イ
ジ
」
と
も
よ
ば
れ
ま
し
た
。
悲

し
か
っ
た
で
す
。
泣
い
て
帰
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
お
父
さ
ん
は
、「
発

達
障
害
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で

は
な
い
。
悪
い
の
は
い
じ
め
る
方
だ
。」
と

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
う
言
わ
れ
て
、
確

か
に
そ
れ
が
分
か
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。
発

達
障
害
に
も
い
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
興

味
が
あ
る
こ
と
に
と
て
も
集
中
し
た
り
、
他

の
人
が
考
え
な
い
よ
う
な
ひ
ら
め
き
が
あ
っ

た
り
し
ま
す
。
パ
ズ
ル
や
マ
ン
ガ
作
り
は
大

得
意
で
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
で
直
感
力
が
必

要
な
ク
イ
ズ
番
組
で
は
、
家
族
の
だ
れ
に
も

負
け
ま
せ
ん
。
何
で
も
夢
中
に
な
る
と
、
周

り
の
様
子
が
分
か
ら
な
く
な
る
こ
と
が
欠
点

で
す
が
、
こ
れ
が
障
害
の
一
つ
な
の
で
し
ょ

う
。
ぼ
く
が
ま
だ
小
さ
い
こ
ろ
、
何
か
に
夢

中
で
、
線
路
に
座
り
こ
ん
で
い
た
そ
う
で

す
。
で
も
、
近
所
の
人
が
ぼ
く
を
家
ま
で

送
っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

　

３
年
生
に
な
っ
た
と
き
、
初
め
て
ぼ
く
の

障
害
名
を
聞
き
ま
し
た
。
発
達
障
害
を
取
り

上
げ
た
テ
レ
ビ
を
見
て
、「
ぼ
く
は
ど
れ
？
」

と
お
父
さ
ん
に
聞
い
た
そ
う
で
す
。
聞
い
た

時
、
ぼ
く
は
、
特
に
何
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
聞
か
れ
た
お
父
さ
ん
は

何
を
言
お
う
か
と
ド
キ
ド
キ
し
た
そ
う
で

す
。

　

友
達
と
遊
び
た
い
け
ど
、
ど
ん
な
ふ
う
に

話
し
か
け
れ
ば
い
い
か
、
ど
う
反
応
す
れ
ば

い
い
か
分
か
ら
な
い
か
ら
、
友
達
と
ケ
ン
カ

に
な
っ
た
り
、
友
達
を
泣
か
せ
て
し
ま
っ
た

り
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
ぼ
く
は
友
達

が
た
く
さ
ん
ほ
し
い
で
す
。

　

４
年
生
の
時
、
仲
の
よ
い
ク
ラ
ス
の
友
達

と
、
ど
う
す
れ
ば
友
達
が
増
え
る
の
か
相
談

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
み
ん
な
に
手
紙
を
書

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
夜
ま
で
書
き
ま
し

た
。
数
日
後
、
み
ん
な
に
手
紙
を
渡
し
ま
し

た
。
内
容
は
ぼ
く
の
障
害
の
こ
と
で
す
。
み

ん
な
の
反
応
は
、
内
容
を
分
か
っ
て
く
れ
て

友
達
に
な
っ
て
く
れ
た
人
も
い
た
け
ど
、
逆

に
手
紙
を
返
し
た
り
、
破
っ
て
い
た
り
、
か

ら
か
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
り
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
聞
い
た
お
父
さ
ん
は
、「
お
前

は
勇
気
が
あ
る
。」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

友
達
が
い
て
う
れ
し
い
時
が
あ
り
ま
す
。

家
で
、
好
き
な
ゲ
ー
ム
を
一
緒
に
す
る
の
は

楽
し
い
で
す
。
休
み
時
間
に
、
自
由
帳
に
お

も
し
ろ
い
絵
を
か
い
て
友
達
に
笑
っ
て
も

ら
っ
た
り
、
友
達
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
か
い

て
も
ら
っ
た
り
す
る
の
も
楽
し
い
で
す
。
そ

ん
な
ふ
う
に
し
て
、
仲
良
く
で
き
る
友
達
が

も
っ
と
増
え
る
と
い
い
で
す
。
ま
た
、
最
近

か
ら
か
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
何
も
な
い
と
い
う
こ
と
が
平
和
だ
な

あ
と
思
い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
は
、
発
達
障
害
の
あ
る
子
供

の
こ
と
を
、「
こ
ん
ぺ
い
と
う
キ
ッ
ズ
」
と

呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
形
も
色
も
様
々

で
、
良
い
と
こ
ろ
、
苦
手
な
と
こ
ろ
の
デ
コ

ボ
コ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
け
ど
、
そ
こ
が
ま
た

み
り
ょ
く
的
だ
か
ら
こ
ん
ぺ
い
と
う
な
の
で

す
。
ぼ
く
は
、
聞
い
た
だ
け
で
何
か
を
す
る

の
は
苦
手
で
す
が
、
目
で
見
て
何
か
を
す
る

の
は
得
意
で
す
。
だ
か
ら
、
パ
ズ
ル
や
迷
路

は
大
得
意
で
す
。
忘
れ
っ
ぽ
い
で
す
が
、
思

い
立
っ
た
ら
す
ぐ
に
始
め
る
行
動
力
は
あ
り

ま
す
。
運
動
は
苦
手
で
す
が
、
挑
戦
す
る
心

は
あ
り
ま
す
。

　

発
達
障
害
の
な
い
人
た
ち
へ
。
発
達
障
害

の
人
に
、「
か
わ
い
そ
う
。」
と
か
「
変
わ
っ

て
い
る
。」
な
ど
と
言
わ
な
い
で
下
さ
い
。

と
て
も
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

発
達
障
害
の
あ
る
人
た
ち
へ
。
み
な
さ
ん

の
と
こ
ろ
で
い
じ
め
は
あ
り
ま
す
か
。
い
じ

め
は
自
分
の
せ
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
じ

め
る
方
が
悪
い
の
で
す
。
ま
だ
み
ん
な
に
発

達
障
害
だ
と
伝
え
て
い
な
い
の
な
ら
、
み
ん

な
に
そ
の
こ
と
を
伝
え
て
み
よ
う
。
友
達
が

増
え
る
か
も
し
れ
な
い
よ
。
自
殺
な
ん
か
を

す
る
よ
り
も
、
今
の
自
分
の
い
い
と
こ
ろ
を

探
し
て
み
よ
う
。
時
間
と
い
う
も
の
は
味

方
、
そ
し
て
発
達
障
害
は
天
か
ら
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ん
だ
か
ら
き
っ

と
い
い
も
の
に
き
ま
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

（
☎
内
線
３
４
５
・
３
４
６
）



北
京
大
学
と
環
境
問
題
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

県
立
大
学
は
、
中
国
で
著
名
な
北

京
大
学
の
国
際
関
係
学
院
と
平
成
12

年
に
交
流
協
定
を
締
結
し
、
相
互
交

流
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
前
回
平
成
19

年
に
本
学
で
開
催
し
て
以
来
通
算
３

回
目
と
な
る
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
、
11
月
３
日
㈷
、
初
め
て
北
京
大

学
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

「
持
続
可
能
な
発
展
・
中
日
の
比
較
」

と
題
し
、「
持
続
可
能
な
発
展
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
日
中
両
国
の
環
境
問

題
の
現
状
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

情
報
交
換
や
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

本
学
の
沖
村
理
史
准
教
授
と
李
暁

東
准
教
授
の
ほ
か
、
島
根
大
学
の
國

井
秀
伸
教
授
と
伊
藤
勝
久
教
授
が
最

新
の
研
究
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

研
究
企
画
課

　
（
☎
㉔
２
２
０
１
）

▲シンポジウムの様子

平
成
21
年
度
優
秀
卒
業
研
究

発
表
会
の
ご
案
内

　

浜
田
で
学
ん
だ
学
生
た
ち
の
成
果

で
あ
る
卒
業
研
究
に
つ
い
て
、
取
材

や
調
査
な
ど
で
協
力
し
て
も
ら
っ
た

地
域
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
発
表
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
27
日
㈬

　

午
前
10
時
45
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

大
講
義
室
２

料
金　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

教
務
学
生
課

　
（
☎
㉔
２
２
１
３
）

海
遊
祭
優
秀
団
体
表
彰

　

県
立
大
学
総
合
政
策
学
会
で
は
、

毎
年
海
遊
祭
で
の
学
生
に
よ
る
優
秀

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
最
優
秀
賞
は
演
劇
サ
ー
ク

ル
「
夢
の
中
の
ユ
メ
」
に
贈
り
ま
し

た
。
公
演
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
生
と

死
」に
つ
い
て
観
客
に
感
動
を
与
え
、

命
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
と

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
８
つ
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
優
秀
賞
を
贈
り
ま
し
た
。

 最優秀賞 　演劇サークル

優秀賞
・「竹取物語（沖村ゼミ）」
・学生シンポジウム
・ディベート倶楽部
・県大コラレボ実行委員会
・ＪＡＺＺバンドサークル
・吹奏楽部
・将棋部
・ユースエンディングハンガー島根

▲優秀団体表彰式の様子

学
生
図
書
委
員
推
薦
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
に
つ
い
て

　

今
年
度
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
学

生
図
書
委
員
10
人
が
、
９
月
30
日
に

広
島
市
内
の
大
型
書
店
へ
ブ
ッ
ク
ハ

ン
テ
ィ
ン
グ
に
行
き
、
約
１
２
０
冊

の
本
を
購
入
し
て
き
ま
し
た
。
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
内
、
学
生
図
書
委

員
推
薦
コ
ー
ナ
ー
（
新
聞
閲
覧
ス

ペ
ー
ス
横
）
に
お
い
て
閲
覧
・
貸
出

し
が
可
能
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の

レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
も
学
生
図
書
委
員

に
よ
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
（
☎
㉔
２
２
０
４
・
FAX
㉔
２

　

２
１
０
）

Em
ail:m

edia@
adm

in.u-shim
ane.

ac.jp→
学
生
図
書
委
員
推
薦
コ
ー
ナ
ー

開
放
施
設
の
ご
紹
介

　

県
立
大
学
で
は
、
地
域
貢
献
・
施

設
の
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
も
施
設
を
利
用
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
開
放
し
て
い
る
主
な

施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
に
あ
た
り
許
可
用
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

　
（
☎
㉔
２
２
０
０
）

施設名 使用料
（円／時間）

光熱水費
（円／時間）

講　　堂
ホール 2,920

通 常 1,530
空調使用時 8,170

ミーティングルーム 320
通 常 30
空調使用時 130

交　　流
センター

コンベンションホール 1,610
通 常 520
空調使用時 740

研修室（全室） 700
通 常 130
空調使用時 240

76

9 広報はまだ：平成22年１月15日号



10広報はまだ：平成22年１月15日号

わ だ い

↑ 第２位の浜田チーム

　12月13日㈰、「第18回浜田－益田間駅伝競走大会（しおかぜ
駅伝）」が、島根県内から40チームが参加し開催されました。
　結果は、出雲が４連覇を達成し、浜田は１区の高藤選手が区
間賞をとるなど健闘しましたが、惜しくも第２位でした。ま
た、各自治区から参加した全５チームが、昨年の順位を上回る
好成績を残しました。
チーム　浜田　　第２位　　　金城　　第17位
　　　　三隅　　第18位（チーム敢闘賞）
　　　　旭　　　第26位　　　弥栄　　第33位
個　人　高藤千紘さん（浜田）　区間賞・ホープ賞
　　　　福濱　駿さん（浜田）　敢闘賞
　　　　バハキ・フェルナンダ・アリゾノさん
　　　　　　　　　　　（浜田）　敢闘賞

　11月29日㈰、みまた会館で、美又地区サロンが開催され、85人が
参加しました。
　このサロンは、美又地区社会福祉協議会が中心となり、地元自治
会や公民館、食生活改善推進協議会と共に実行委員会を立ち上げ、
地域の人たちに、楽しんで健康づくりに取り組んでもらおうと、地

域団体活動の披露も合わせて毎年

みんなで和やかに健康づくり
～美又地区サロン～

第18回浜田－益田間駅伝競走大会

「ふるさとでの駅伝は最後に
なりますが、チームに貢献で
きてうれしかったです。」

区間賞を獲得した高藤千紘さん→

☆金城マイペース健康マラソン大会結果☆（敬称略）

元気いっぱいに力走！
～金城マイペース健康マラソン・駅伝競走大会～

かなぎかなぎ

　12月６日㈰、金城総合運動公園周辺の道路を
コースに、第24回金城マイペース健康マラソン
大会・駅伝競走大会が開催され、マラソン大会
には95人、駅伝競走大会には17チームの総勢
169人が参加しました。
　選手たちは、寒さに負けずにゴール目指して
元気いっぱいの走りを見せました。

駅伝競走でタスキをつなぐ選手

部　門 距　離 優勝者（地区）
中学生男子 3.1km 藤　本　大　地（金　城）
一般女子・中学生女子 3.1km 山　根　伸　子（浜　田）
50歳以上男子 3.1km 奥　田　智　雄（浜　田）
29歳以下男子 4.5km 大　田　康　秀（金　城）
30歳以上男子 4.5km 河　村　靖　宏（浜　田）
小学生男子（４年生以上） 1.7km 坂　井　幸　司（金　城）
小学生女子（４年生以上） 1.7km 濱　野　真　帆（浜　田）
親子マラソン
（小学生３年生以下） 1.7km 大　石　　　学（浜　田）大　石　悠　人

☆金城駅伝競走大会結果☆（チーム名）
優　　勝 チームはまだＡ
第　２　位 浜田商業高校Ａ
第　３　位 チームはまだＢ

楽しく健康づくり運動を学ぶ参加者開催しています。
　当日は、地域の人たちによる「田ばやし」や「花笠音頭」の披露をはじめ、
杖を使用した健康づくり運動、また、用意した手作り弁当での会食などが行
われ、参加者は楽しいひと時を過ごしました。
　美又地区社会福祉協議会では、「地域は家族・支えあい・活力に満ちた湯

ゆ

気
げ

の郷
さと

美又」を福祉活動のテーマに掲げ、地域一体となった取り組みを推進
しています。田ばやし披露（美又田ばやし保存会）
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自治区のページ ま ち のあさひ自治区のページ あさひ

棚田を撮る　～あさひ楽々教養講座～
　旭自治区公民館連絡協議会が開催する「あさひ楽々教養講座」後
期（全４回）の２回目の講座が、11月21日㈯、都川公民館で開催さ
れました。
　後期は、写真の楽しさやデジタルカメラでの撮影技術を学ぶ講座
で、当日は、旭写真同好会の人を講師に、日本の棚田百選に選定さ
れた「都川地区の棚田」を撮影しまし
た。
　撮影後は、プリントした写真をみん
なで見せ合い、また講師の講評を聞
き、撮る人によって表情を変える棚田
の風景に、参加者は写真のおもしろさ
や奥深さを感じた様子でした。

ふくやま雪合戦大会で優勝 !!　～あさひスポーツクラブ～

　12月６日㈰、広島県福山市の体育館で開催された「第３回ふくやま
スポーツ雪合戦大会」ジュニア・レディースの部（４チーム参加）に、
旭自治区の小学生で構成するあさひスポーツクラブのチームが参加
し、見事優勝しました。
　子どもたちは、大人のチームとの試合にも果敢に挑み、抜群のチー
ムワークで勝利。日頃の練習の成果を十分に発揮することができた子
どもたちはとても満足そうでした。
　今後は、２月に同県庄原市高野町で開催される「第13回広島県雪合
戦大会」参加に向け、さらに練習に励みます。

おじいちゃん・おばあちゃんとお餅つき　～市木保育所～

　恒例の園児と祖父母との餅つき会が12月15日㈫、市木保育所で行わ
れ、子どもたちの元気のいい掛け声とペッタンペッタンと杵で餅をつ

く音が保育所に響きました。
　子どもたちは慣れない手つきなが
らも、おじいちゃんやおばあちゃん
と一緒に楽しそうに餅をついていま
した。ついた餅は丸めて形にし、昼
食にはきな粉餅やぜんざいにしてお
いしく食べました。 

地域を元気に！キラキラ輝くまちづくり　～いまいちルミナリエ～

　イルミネーションを飾ってキラキラ輝くまちづくりをしようと旭町今市
地区で取り組む、第４回目の「いまいちルミナリエ」が始まり、11月28日
㈯、メイン会場となる浜田市役所旭支所前の
公園で点灯式が行われました。
　あさひ子ども園の園児が点灯のスイッチを
押すと一斉にイルミネーションが灯され、会
場は光に包まれました。金管楽器による演奏
や温かい豚汁が振る舞われ、地域内外から鑑
賞に訪れた人たちでにぎわいました。 豚汁で体が温まりました !

点灯スイッチを
押す園児たち

ベストショットを披露！ 棚田を歩いて好きな風景を撮影
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子育て

健康ひろば

子育て

健康ひろば
＆

問い合わせ先（☎本庁㉒２６１２）
本庁子育て支援課
　育成支援係
　（☎内線１７３・１９１）
　児童家庭相談係
　（☎内線１６２・１６７・１７２）
　保育係（☎内線１６５・１６６）
子育て支援センター（☎㉒１２５３）
本庁健康長寿課
　健康推進係（☎内線１５５・１６９・
　１４６・１４７）
　高齢者包括支援係（☎内線１２４・
　１４９・１５２・１５３）
　高齢者福祉係
　（☎内線１５２・１５３）
本庁地域福祉課
　地域福祉係
　（☎内線１６３・１６４）
　障害者福祉係
　（☎内線１５４・１５６・１５７）
本庁医療保険課
　国保係
　（☎内線１３４・１３５・１５８）
　医療年金係
　（☎内線１２２・１２３・１２６・
　１２７・１６８・１７０）
市金城支所市民福祉課

　（☎42１２３５）
市旭支所市民福祉課　（☎45１４３５）
市弥栄支所市民福祉課

　（☎48２６５６）
市三隅支所福祉課　　（☎32２８０６）

　

市
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
、「
生
涯
に
わ
た
っ
て
健

全
な
心
身
を
培
い
、
豊
か
な
人
間

性
を
育
む
」
こ
と
を
目
指
し
、
平

成
20
年
度
に
「
浜
田
市
食
育
推
進

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
食
育

活
動
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
「
食
」

に
関
す
る
関
係
機
関
と
連
携
し

「
浜
田
市
食
育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
」
を
設
置
し
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
「
楽
し
く
、
お
い
し
く
食

べ
よ
う
」
を
活
動
目
標
に
掲
げ
、

子
ど
も
や
親
子
を
対
象
に
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
ど
の
よ
う
な

食
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
か

紹
介
し
ま
す
。

○
学
校
給
食

　

給
食
を
通
し
て
豊
か
で
楽
し
い

人
間
関
係
づ
く
り
を
伝
え
る
。「
食

の
ノ
ー
ト
」・
学
校
訪
問
・
バ
イ

キ
ン
グ
給
食
・
地
産
地
消
の
推
進

な
ど
の
実
施
。

○
学
校

　
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
基
本
的

な
生
活
習
慣
の
リ
ズ
ム
を
整
え

る
。
生
活
習
慣
・
食
生
活
習
慣
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
。

○
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

各
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
推
進
。「
わ

が
家
の
生
活
・
学
習
プ
ラ
ン
」
の

実
施
な
ど
。

○
幼
稚
園

　

規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
身

に
付
け
る
た
め
の
取
り
組
み
。
栽

培
活
動
の
実
施
な
ど
。

○
保
育
園
（
所
）

　

栽
培
活
動
や
給
食
を
通
し
た
食

育
活
動
。
給
食
だ
よ
り
を
作
成
し

て
保
護
者
へ
配
布
。
地
産
地
消
の

推
進
。

○
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　

保
育
園
（
所
）
や
学
校
・
地
域

（
公
民
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
）

で
子
ど
も
や
親
子
を
対
象
に
し
た

料
理
教
室
の
開
催
。

○
い
わ
み
中
央
農
協

　

農
業
体
験
を
通
し
て
地
産
地
消

や
「
食
」
と
「
農
」
の
大
切
さ
を

伝
え
る
。
広
報
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
へ

朝
食
レ
シ
ピ
を
掲
載
。

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布

　

フ
ッ
素
に
は
、
歯
を
強
く
す

る
、
初
期
の
む
し
歯
を
再
石
灰
化

す
る
な
ど
、
む
し
歯
予
防
の
効
果

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
前
歯
が
上
下
生
え
て
く
る
１

歳
頃
か
ら
フ
ッ
素
塗
布
を
年
２
回

程
度
行
う
と
効
果
的
で
す
。

内
容　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布

（
歯
ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗

布
し
ま
す
。）・
む
し
歯
予
防
の

話
対
象　

浜
田
自
治
区
内
に
住
所
が

あ
る
１
歳
以
上
の
在
宅
乳
幼
児

※　

保
育
園
・
幼
稚
園
で
実
施
し

て
い
る
場
合
は
、
園
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
４
日
㈭

受
付　

①
午
後
１
時
〜
１
時
30
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

※　

①
ま
た
は
②
を
選
択
し
、
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
す
く
す
く
」

定
員　

各
先
着
30
人

料
金　

４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

１
月
21
日
㈭　

午
前
９
時
〜

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
育
成
支
援

係

食育を応援します！
「浜田市食育成推進ネットワーク会議」

の活動について

○
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
女
性
部

　

魚
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
紹

介
。
保
育
園
（
所
）
や
学
校
で
魚

を
使
っ
た
調
理
実
習
の
実
施
。

○
高
齢
者
ク
ラ
ブ

　

世
代
間
交
流
を
通
じ
て
「
食
」

の
大
切
さ
や
食
文
化
を
伝
え
る
活

動
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
各
団
体
で
は

い
ろ
い
ろ
な
食
育
の
取
り
組
み
を

実
施
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
食

育
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
地
域
で
の
食
育
活
動
を
皆
さ

ん
に
紹
介
す
る
た
め
、
２
月
14
日

㈰
に
、
い
わ
み
ー
る
で
「
第
４
回

食
育
in
浜
田
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、「
食
育
」
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。（

本
庁
子
育
て
支
援
課
）
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時間　午後 7時～９時
日 場　所 問い合わせ先

浜田
２日㈫ 浜田保健所

山口源吉さん（☎㉒２４９５）
16日㈫ 市総合福祉センター

金城 19日㈮ 金城老人福祉センター 市金城支所市民福祉課
旭 ４日㈭ 旭保健センター 市旭支所市民福祉課
弥栄 ９日㈫ 弥栄老人福祉センター 市弥栄支所市民福祉課
三隅 12日㈮ 三隅公民館 森脇好盛さん（☎34０７２３)

断酒会日程（2月）
１
９
９
４
）

※　

日
曜
ホ
ッ
ト
サ
ロ
ン
浜
田

は
、
２
月
か
ら
し
ば
ら
く
お
休

み
し
ま
す
。

○
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

サ
ロ
ン

　

認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る

人
ま
た
は
関
心
の
あ
る
人
は
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
16
日
㈯

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所　

石
見
公
民
館

料
金　

５
０
０
円
（
昼
食
代
）

問
い
合
わ
せ
先　

齋
藤
さ
ん

　
（
☎
㉒
３
０
７
３
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
パ
ー
ト

指
導
員
な
ど
の
募
集

　

市
で
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
浜
田
自
治
区
11
か
所
・
弥
栄
自

治
区
１
か
所
）
で
小
学
１
〜
３
年

生
の
児
童
の
生
活
指
導
に
あ
た
る

指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　

パ
ー
ト
指
導
員
・

パ
ー
ト
指
導
補
助
員
・
パ
ー
ト

代
替
指
導
補
助
員　

各
若
干
名

資
格
要
件

○
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

○
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校

ま
た
は
幼
稚
園
の
教
諭
と
な
る

資
格
を
有
す
る
人

○
助
産
施
設
・
乳
児
院
・
母
子
生

活
支
援
施
設
・
保
育
所
・
児
童

厚
生
施
設
・
児
童
養
護
施
設
な

ど
に
２
年
以
上
従
事
し
た
こ
と

の
あ
る
人

○
児
童
厚
生
員
の
資
格
を
有
す
る

人
○
児
童
の
生
活
指
導
に
熱
意
の
あ

る
人

勤
務
日　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
。）

○
パ
ー
ト
指
導
員

月
〜
土
曜
日
（
土
は
月
２
回
）

の
う
ち
５
〜
６
日
。
月
〜
金
曜

日
は
午
後
１
時
〜
６
時
ま
で
の

５
時
間
程
度
。
弥
栄
自
治
区

に
つ
い
て
は
、
午
後
１
時
30
分

〜
６
時
30
分
ま
で
の
５
時
間
程

度
。
土
曜
日
は
午
前
８
時
〜
午

健　

康　

相　

談

○
健
康
相
談

血
圧
・
体
脂
肪
測
定
、健
康
相
談

日
時　

月
曜
日
と
金
曜
日

　

午
後
１
時
〜
３
時

○
禁
煙
相
談
（
要
予
約
）

個
別
相
談
・
禁
煙
支
援
相
談

日
時　

１
月
22
日
㈮

　

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

い
ず
れ
も
市
役
所
本
庁
地

階
健
康
相
談
室

※　

予
約
し
た
時
間
に
来
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

○
が
ん
ケ
ア
サ
ロ
ン

　

サ
ロ
ン
は
が
ん
患
者
や
家
族
が

自
由
に
話
し
合
え
る
場
所
で
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
が
ん
患
者
サ
ロ
ン

日
時　

毎
月
第
３
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

益
田
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

◆
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
益
田

日
時　

毎
週
火
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

益
田
赤
十
字
病
院

問
い
合
わ
せ
先　

が
ん
患
者
サ
ロ

ン
代
表
者　

納
賀
良
一
さ
ん

（
☎
０
８
５
６
㉒
０
７
７
２
）

◆
サ
ロ
ン
ひ
ま
わ
り

日
時　

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

◆
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
浜
田

日
時　

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所　

石
見
公
民
館

料
金　

無
料
（
た
だ
し
冷
暖
房
費

の
み
１
０
０
円
）

◆
日
曜
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
浜
田

日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

パ
ー
ル
歯
科

料
金　

無
料

◆
日
曜
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
浜
田

　
「
ミ
ニ
講
習
会
」

　

日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
を
ほ
ぐ
す

に
は
笑
い
が
一
番
。
笑
う
こ
と
・

微
笑
む
こ
と
で
気
持
ち
が
楽
に
な

り
、
自
己
免
疫
力
が
ア
ッ
プ
し
ま

す
。「
１
日
５
回
笑
っ
て
５
回
感

動
し
よ
う
」
と
言
わ
れ
る
笑
い
療

法
を
実
践
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
元
気
に

な
り
た
い
人
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
そ
の
１
歩
が
実
践
の
第

１
歩
で
す
。

日
時　

１
月
24
日
㈰

午
後
１
時
〜

場
所　

パ
ー
ル
歯
科

演
題　

笑
い
療
法
と
は
？

講
師　

森
田
祐
司
さ
ん
（
公
立
邑

智
病
院
医
師
・
笑
い
療
法
士
２

級
）

問
い
合
わ
せ
先　

佐
々
木
由
実
子

さ
ん
（
☎
０
９
０-

３
１
７
１-

後
６
時
ま
で
の
う
ち
５
時
間
程

度
。

○
パ
ー
ト
指
導
補
助
員

月
〜
土
曜
日
（
土
は
月
２
回
）

の
う
ち
５
〜
６
日
。
月
〜
金
曜

日
は
午
後
１
時
〜
６
時
ま
で
の

う
ち
４
〜
５
時
間
程
度
。
弥
栄

自
治
区
に
つ
い
て
は
、
午
後
１

時
30
分
〜
６
時
30
分
ま
で
の
う

ち
３
〜
５
時
間
程
度
。
土
曜
日

は
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
ま
で

の
う
ち
５
時
間
程
度
。

○
パ
ー
ト
代
替
指
導
補
助
員

月
〜
土
曜
日
の
う
ち
勤
務
可
能

な
日
。
月
〜
金
曜
日
は
午
後
１

時
〜
６
時
ま
で
の
う
ち
４
〜
５

時
間
程
度
。
土
曜
日
は
午
前
８

時
〜
午
後
６
時
ま
で
の
う
ち
５

時
間
程
度
。

※　

夏
・
冬
・
春
休
み
と
学
校
の

振
替
休
日
は
、
午
前
８
時
〜
午

後
６
時
ま
で
の
う
ち
５
時
間
程

度
。

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真

を
貼
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
締
切
日　

２
月
１
日
㈪

選
考
方
法　

面
接
・
書
類
に
よ
る

選
考

※　

雇
用
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
お
よ
び
弥

栄
支
所
市
民
福
祉
課
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　休日に病気になったら、休日
応急診療所や在宅当番医を利用
してください。
○休日応急診療所
開設時間　午前10時～午後４時
場所　市役所本庁地階
　（☎㉒２６１２）
問い合わせ先　本庁地域医療対策課（☎内線２１６） 

２月の休日診療 日  当番医

７日㈰ 向　　　正　美

11日㈷ 中　村　洋　三

14日㈰ 北　村　健二郎

21日㈰ 岡　本　英　樹

28日㈰ 能　美　　　尚

※　当番医が変更になることがあります。

○在宅当番医　開設時間　午前８時30分～正午

日 病　院　名  住　所 電話番号

７日㈰ 寺井医院 三隅町西河内 32００３８

11日㈷ 酒井外科内科医院 旭町今市 45０２２２

14日㈰ 大屋医院 弥栄町長安本郷 48２００８

21日㈰ 金城沖田医院 金城町七条 42１８００

28日㈰ 野上医院 三隅町三隅 32００３１

　

今
回
は
、
浜
田
市
の
平
均
寿

命
・
健
康
寿
命
を
引
き
下
げ
て
い

る
原
因
の
脳
卒
中
に
つ
い
て
、
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
デ
ー
タ

は
平
成
21
年
５
月
〜
10
月
ま
で
の

５
か
月
間
で
本
人
同
意
の
得
ら
れ

た
人
の
も
の
で
す
。

　

浜
田
市
で
の
脳
卒
中
発
症
者
は

58
人
で
し
た
。
お
お
む
ね
月
10
人

前
後
の
発
症
が
あ
り
ま
す
。
性
別

で
み
る
と
、
男
性
34
人
・
女
性
24

人
で
し
た
。

　

脳
卒
中
の
タ
イ
プ
は
大
き
く
分

け
て
３
つ
で
す
。
血
管
が
詰
ま
る

脳
梗
塞
・
血
管
が
も
ろ
く
な
り
破

れ
る
脳
出
血
・「
く
も
膜
」
と
「
脳
」

の
間
に
あ
る
動
脈
に
で
き
た
動
脈

瘤
が
破
れ
る
く
も
膜
下
出
血
で
す
。

　

浜
田
市
の
状
況
は
図
１
の
と
お

り
で
す
。
脳
梗
塞
が
８
割
以
上
を

占
め
、
次
い
で
脳
出
血
が
１
割
弱

で
し
た
。

脳
卒
中
の
徴
候
に
は
や
く
気
づ
き
、
早
期
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

脳
卒
中
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

脳
卒
中
の
発
症
年
齢
は
図
２
の

と
お
り
で
す
。
70
歳
以
上
が
７
割

で
す
が
、
50
代
以
下
の
若
い
年
代

で
の
発
症
も
約
１
割
あ
り
ま
し
た
。

　

脳
卒
中
の
徴
候
は
図
３
の
と
お

り
、
し
ゃ
べ
り
に
く
さ
・
手
の
し

び
れ
・
麻
痺
・
脱
力
で
、
そ
の
ほ

か
の
徴
候
と
し
て
は
、
頭
痛
・
め

ま
い
・
嘔
吐
・
目
が
見
え
な
く
な

る
・
歩
き
づ
ら
い
・
顔
面
の
し
び

れ
な
ど
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば
、

脳
卒
中
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

　

寒
い
日
が
続
く
の
で
、
調
子
を

崩
さ
な
い
よ
う
に
体
に
は
充
分
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
寒
暖

の
差
は
、
血
圧
に
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
室
内
の
全
体
暖
房
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

（
市
弥
栄
支
所
市
民
福
祉
課
）

●
片
方
の
手
足
や
顔
半
分
の
麻

痺
・
し
び
れ
が
起
こ
る
（
手

足
の
み
、
顔
の
み
の
場
合
も

あ
り
ま
す
）。

●
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い
・
言
葉

が
出
な
い
・
他
人
の
言
う
こ

と
が
理
解
で
き
な
い
。

●
力
は
あ
る
の
に
立
て
な
い
・

歩
け
な
い
・
ふ
ら
ふ
ら
す

る
。

●
片
方
の
目
が
見
え
な
い
・
物

が
２
つ
に
見
え
る
・
視
野
の

半
分
が
欠
け
る
。

●
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
し

い
頭
痛
が
す
る
。

脳
卒
中
で
は
次
の
よ
う
な
症

状
が
突
然
起
こ
り
ま
す
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建
設
年
度　

昭
和
53
年
度

戸
数　

１
戸

家
賃　

月
額
１
３
、
２
０
０
円
〜

１
７
、４
０
０
円

※　

収
入
額
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

敷
金　

家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

入
居
資
格　

次
に
掲
げ
る
条
件
を
満

た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・

現
在
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
人
（
60
歳
以
上
・
身
体

障
害
者
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な
ど
は
単

身
で
も
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。）

・

収
入
月
額
が
11
万
４
千
円
以
下
で

あ
る
世
帯
。
た
だ
し
高
齢
者
世

帯
・
障
害
者
を
含
む
世
帯
・
子
育

て
世
帯
（
小
学
校
就
学
前
の
子
ど

も
の
い
る
世
帯
）
な
ど
は
、
収
入

月
額
が
13
万
９
千
円
以
下
で
あ
る

世
帯

※　

収
入
月
額
と
は
、
世
帯
全
員
の

年
間
総
所
得
額
（
前
年
分
）
か
ら

控
除
額
（
世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。）
を
引
い
て
、
12

で
割
っ
た
額
で
す
。

・

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
人

・

市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

※　

そ
の
ほ
か
の
入
居
条
件
や
収
入

基
準
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

　

宅
管
理
事
務
所（
☎
㉕
０
５
３
５
・

FAX
㉕
０
５
３
６
）

INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　INFORMATION　　　

　

市
観
光
協
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
浜
田
駅

１
階
の
市
民
サ
ロ
ン
で
浜
田
の
こ
だ

わ
り
商
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
こ
の
サ
ロ
ン
で
取
り
扱
う

商
品
を
追
加
募
集
し
ま
す
の
で
、
希

望
者
は
、
基
本
的
な
考
え
方
を
ご
理

解
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

基
本
的
な
考
え
方

　

市
内
の
事
業
者
が
製
造
・
加
工
し

た
商
品
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
次
の

基
準
の
達
成
に
努
め
る
こ
と
。

・

原
材
料
は
主
に
市
内
で
生
産
ま
た

は
採
取
さ
れ
た
物
を
使
用
す
る

・

添
加
物
は
自
然
の
物
を
使
用
す
る

な
ど
安
全
・
安
心
に
配
慮
す
る

（
浜
田
駅
市
民
サ
ロ
ン
）

浜
田
の
こ
だ
わ
り
商
品

・

地
域
の
伝
統
・
文
化
・
技
術
を
活

か
す

・

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て
専
門
家
の

助
言
を
受
け
入
れ
る

販
売
手
数
料　

売
上
の
20
％

申
込
締
切
日　

２
月
５
日
㈮

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
（
市

観
光
協
会
お
よ
び
本
庁
観
光
振
興

課
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

申
し
込
み
は
、
１
事
業
者
１
商

品
で
お
願
い
し
ま
す
。

※　

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
商
品
棚
の

容
量
な
ど
に
よ
り
、
取
扱
い
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
２
月
中

旬
に
取
扱
い
の
可
否
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

申
・
問　

市
観
光
協
会

　
（
☎
㉘
７
１
３
３
）

　

浜
田
市
内
の
高
校
生（
新
１
年
生
）

を
対
象
と
す
る
浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
奨
学
金
事
業
の
発
足
に
よ
り
、

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

・

平
成
22
年
度
に
浜
田
市
内
の
高
等

学
校
に
進
学
す
る
生
徒

・

在
学
の
中
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
る

生
徒

・

浜
田
市
内
の
中
学
校
に
在
学
し
て

い
る
生
徒

募
集
人
員　

若
干
名

支
給
金
額　

年
間
12
万
円

支
給
期
間　

４
月
〜
平
成
23
年
３
月

（
継
続
は
１
年
ご
と
の
手
続
に
よ

り
、
最
長
３
年
間
）

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈪
〜
28
日
㈰

願
書
提
出
先　

市
内
各
中
学
校

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

市
内
各
中
学
校
ま
た
は

　

浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
（
☎
㉒
９
６
５
１
）

浜
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

奨
学
生

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

有

料

広

告

浜
田

受
付
期
間　

１
月
15
日
㈮
〜
29
日
㈮

募
集
住
宅　

黒
川
改
良
住
宅

所
在
地　

黒
川
町

間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ

市
営
住
宅
入
居
者
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ふ
だ
ん
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
日

本
語
。
外
国
人
の
目
か
ら
見
る
と
ど

ん
な
言
葉
な
の
で
し
ょ
う
。
４
回
に

わ
た
っ
て
、
外
国
語
と
し
て
の
日
本

語
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
も
ら
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
！

第
１
回　

日
本
語
の
文
字
と
書
き
表

し
方

日　

１
月
30
日
㈯

第
２
回　

日
本
語
の
音
、ア
ク
セ
ン

ト日　

２
月
13
日
㈯

第
３
回　

日
本
語
の
文
の
し
く
み

日　

２
月
20
日
㈯

第
４
回　

日
本
語（
初
級
）の
教
え
方

日　

２
月
27
日
㈯

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場　

浜
田
公
民
館
【
第
３
回
（
２
月

20
日
）
は
、
石
見
公
民
館
】

講
師　

野
上
明
子
さ
ん

定　

20
人

料　

無
料

申
込
締
切
日　

１
月
28
日
㈭

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　

浜
田
国
際
交
流
協
会

　

藤
田
さ
ん
（
☎
㉔
１
２
４
１
）

や
っ
て
み
よ
う
、
日
本
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
！

〜
日
本
語
が
外
国
語
？
〜

　

フ
ッ
ト
サ
ル
に
興
味
が
あ
る
皆
さ

ん
、
楽
し
く
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
体
を

動
か
し
、
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
せ

ん
か
。
未
経
験
者
も
大
歓
迎
！

対
象　

ど
な
た
で
も（
親
子
参
加
可
）

日　

１
月
30
日
㈯
・
２
月
20
日
㈯
・

３
月
27
日
㈯

　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時

場　

ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

定　

30
人

料　

１
人
１
回　

５
０
０
円

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

大
人
の
た
め
の

フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

㈳
島
根
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

浜
田
支
部
フ
ッ
ト
サ
ル
委
員
会

　

齋
藤
憲
嗣
さ
ん（
☎
０
９
０-

２
２

　

９
４-

９
５
１
８
）

Em
ail:futsalham

ada@
yahoo.

co.jp

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
開
催
が
中
止
ま
た

は
延
期
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

開
催
状
況
な
ど
詳
し
く
は
、

主
催
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（
本
庁
総
務
課
庶
務
広
報
係
）

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

開
催
自
粛
に
つ
い
て

平成22年度 浜田高等技術校入校生

ＯＡシステム科
　「情報化リーダー」として必要な情報処理に関する基本的
な知識・技術の習得に併せて、事務職として必要な簿記会計
および情報処理機器の活用に関する知識・技術・技能を習得
します。在校中に国家試験「ＩＴパスポート試験」などを受
験し、合格を目標にしています。
対象　原則として18歳以上35歳未満で、高等学校を卒業また
は卒業見込みの人、もしくは高等学校卒業程度の学力があ
ると認められる人
定　７人程度
入校検定料　２，２００円
建築科
　建築工事用具および機械による構造材の加工・木造建築物
の建て方などの基礎的建築施工技能と関連知識の習得および
技能検定の合格を目標にしています。
対象　原則として35歳未満で、中学校・高等学校を卒業また
は卒業見込みの人

定　９人程度
入校検定料　無料

入校検定日　２月17日㈬
選抜方法　学力検査（国語・数学）・面接
場　浜田高等技術校
訓練期間　４月～平成23年３月
申込締切日　２月５日㈮
申込方法　願書（浜田高等技術校およびハローワークにあ
ります。）に必要事項を記入の上、ハローワークに提出
してください。
※　詳しくは、お問い合わせください。
問　浜田高等技術校（☎㉗０４５７）
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香
典
返
し

　

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

◎
地
域
振
興
基
金
へ　

▽
長
沢
町

川
神
孝
之

◎
自
治
会
な
ど
へ　

○
京
町
＝
▽

京
町　

寺
戸
千
鶴
子　

○
長
沢
７

＝
▽
長
沢
町　

平
野
昭
二　

○
相

生
１
＝
▽
相
生
町　

横
田
邦
男　

○
三
階
６
＝
▽
三
階
町　

上
垰
敏

実　

○
吉
地
＝
▽
吉
地
町　

荒
木

正
男

◎
公
民
館
な
ど
へ　

○
原
井
＝
▽

原
井
町　

船
津
馨

◎
ア
ゼ
ー
リ
み
ず
す
み
へ　

▽
笠

柄
町　

大
駅
ハ
ヤ
子

そ
の
他
寄
附

◎
長
寿
苑
へ　

▽
旭
町
今
市　

今

田
隆
義

◎
ア
ゼ
ー
リ
み
ず
す
み
へ　

▽
琴

城
流
大
正
琴
振
興
会
浜
田
支
部

◎
浜
田
郷
土
資
料
館
へ　

▽
杉
戸

町　

松
浦
マ
ツ
ミ

◎
市
へ　

▽
㈱
Ｅ
Ｓ
Ｌ　

▽
㈱
岩

多
屋　

▽
㈱
シ
グ
ナ
ル

　

盲
導
犬
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
、
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

日　

１
月
24
日
㈰

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場　

島
根
あ
さ
ひ
盲
導
犬
訓
練
セ
ン

タ
ー

定　

50
人

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　

日
本
盲
導
犬
協
会
島
根
あ

さ
ひ
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
45
８
３
１
１
）

島
根
あ
さ
ひ
盲
導
犬

訓
練
セ
ン
タ
ー
見
学
会

　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

※　

市
内
の
学
校
で
は
、
弁
論
の
部

に
旭
中
学
校
、
合
唱
の
部
に
第
二

中
学
校
、
吹
奏
楽
の
部
に
第
一
中

学
校
・
第
三
中
学
校
、
郷
土
芸
能

の
部
に
弥
栄
中
学
校
、
賛
助
出
演

と
し
て
浜
田
水
産
高
校
が
参
加

し
、
第
二
中
学
校
の
生
徒
が
司
会

進
行
し
ま
す
。

展
示
の
部
（
前
期
）

日　

２
月
９
日
㈫
〜
14
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

場　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
多
目
的

ホ
ー
ル

展
示
の
部
（
後
期
）

日　

２
月
19
日
㈮
〜
３
月
４
日
㈭

場　

島
根
県
民
会
館
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
松
江
市
）

展
示
内
容　

書
写
（
書
き
初
め
）・

図
画
（
版
画
）

料　

無
料

問　

本
庁
文
化
振
興
課

　
（
☎
内
線
４
６
４
・
４
６
５
）

　

中
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
、
中

学
生
に
文
化
活
動
の
総
合
的
発
表
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
優
れ

た
創
造
力
や
表
現
力
を
培
い
、
豊
か

な
情
操
を
育
む
と
と
も
に
、
文
化
活

動
に
対
す
る
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

理
解
と
関
心
を
高
揚
さ
せ
、
中
学
校

に
お
け
る
文
化
活
動
の
充
実
を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

舞
台
の
部

日　

１
月
24
日
㈰

中
学
生
の
文
化
祭
〜
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０

　

舞
台
発
表
・
各
科
研
修
成
果
発

表
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
・「
シ
ク

ラ
メ
ン
・
苔
だ
ま
」
な
ど
の
展
示
即

売
・
陶
器
絵
付
け
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の

ほ
か
、
お
茶
席
・
喫
茶
の
出
店
な
ど

の
催
し
が
あ
り
、
新
春
の
ひ
と
時
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
、
お

く
に
び
き
学
園
西
部
校

学
園
祭

誘
い
合
わ
せ
の
上
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

日　

１
月
30
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

場　

い
わ
み
ー
る

問　

い
わ
み
ー
る
内
く
に
び
き
学
園

西
部
校
（
☎
・
FAX
㉔
９
３
３
６
）

　

親
子
で
一
緒
に
も
ち
つ
き
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

２
月
14
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場　

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

定　

先
着
親
子
15
組
（
30
人
程
度
）

料　

親
子
１
組
５
０
０
円

※　

で
き
た
お
も
ち
は
持
っ
て
帰
れ

ま
す
。

※　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
㉘
２
２
３
１
）

石
見
海
浜
公
園

親
子
も
ち
つ
き
大
会

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

有

料

広

告

広報はまだに掲載する

　　　　有料広告を募集しています

掲載枠　１枠縦4.5㎝×横8.5㎝を単位とします。た
だし、２枠を結合して広告を掲載することも可能
です。
申込方法　市が契約する次の代理店まで申し込んで
ください。

申　柏村印刷㈱【相生町３８８９（☎㉓２０４０・
FAX㉒３２７４】
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市

市

市

市

（代表）
FAX

た
ち
に
呼
び
か
け
て
始
ま
っ
た
本
展

も
、
現
在
で
は
、
海
を
越
え
、
今
や

世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
ん

だ
国
際
的
な
展
覧
会
に
成
長
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
作
品
の
交
流
を

通
じ
て
、
国
内
外
の
小
学
校
や
美
術

館
・
美
術
教
育
関
係
者
と
の
交
流
も

生
ま
れ
て
き
て
お
り
、
様
々
な
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

13
回
目
と
な
る
今
回
も
、
浜
田
市

を
は
じ
め
、
海
外
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
元
気
い
っ
ぱ
い
の
作

品
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

こ
の
機
会
に
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

な
創
造
力
や
、
造
形
へ
の
情
熱
と
こ

だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
作
品
の
数
々

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
会
期　

２
月
14
日
㈰
ま
で

平成23年５月31日までに
全世帯義務化

住宅用火災警報器の設置を!

人　口（平成21年12月27日現在）
（単位 : 人）

世 帯 男 女 総 数
浜　田 19,620 20,753 23,249 44,002
金　城 1,919 2,332 2,535 4,867
旭 1,415 1,550 1,671 3,221
弥　栄 727 748 834 1,582
三　隅 2,884 3,267 3,685 6,952
合　計 26,565 28,650 31,974 60,624

 マイバッグ持参運動展開中

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
美
術

の
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す

る
児
童
美
術
の
祭
典
『
浜
田
こ
ど
も

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
』
を
１
月
16
日

㈯
か
ら
開
催
し
ま
す
。

　

本
展
は
、
審
査
さ
れ
る
こ
と
な
く

自
由
に
出
品
で
き
る
子
ど
も
た
ち
が

主
役
の
展
覧
会
で
、
今
回
で
13
回
を

数
え
ま
す
。
地
元
浜
田
市
の
子
ど
も

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

　
『
石
見
神
楽
展（
仮
題
）』（
２
月
20

日
㈯
〜
）
会
期
中
は
、
石
見
神
楽
の

定
期
公
演
を
開
催
し
ま
す
。
展
覧
会

と
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
石
見
神
楽
公
演

◎
２
月
20
日
㈯

場
所　

４
階
展
示
室
（
観
覧
料
が
必

要
で
す
。）

◎
２
月
21
日
㈰
・
28
日
㈰

場
所　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
入
場

は
無
料
で
す
。）

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　

２
月
の
休
館
日

（
月
曜
日
）１
日
・
８
日
・
15
日
・

22
日

（
展
示
替
）
16
日
㈫
〜
19
日
㈮

（
振
替
休
館
日
）
12
日
㈮

第
13
回
浜
田
こ
ど
も
ア
ン

デ
パ
ン
ダ
ン
展

▲フランス・９歳・男の子

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
毛
む
く
ジ
ャ
ラ
ー
》

　

ふ
わ
ふ
わ
モ
コ
モ
コ
、
毛
糸
で
か

わ
い
い
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
ろ
う
。

◎
２
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

●
参
加
費　

ひ
と
り
１
０
０
円

▲浜田市・11歳・男の子

2
月
の
イ
ベ
ン
ト

《
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
づ
く
り
》

　

板
チ
ョ
コ
を
溶
か
し
て
、
甘
く
て

お
い
し
い
チ
ョ
コ
作
り
に
挑
戦
！

◎
２
月
11
日
㈷
・
13
日
㈯
・
14
日
㈰

●
参
加
費　

ひ
と
り
３
０
０
円

《
ミ
ニ
天て

ん

蓋が
い

づ
く
り
》

　

神
楽
の
舞
台
に
あ
る
飾
り
、
天
蓋

の
ミ
ニ
飾
り
を
作
ろ
う
。

●
講
師　

竹た
け

内う
ち

惟た
だ

臣し
げ

さ
ん

◎
２
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

●
時
間　

午
後
１
時
〜
・
２
時
〜
・

３
時
〜

●
定
員　

各
回
20
人
程
度

●
参
加
費　

ひ
と
り
３
０
０
円

《
神
楽
の
小
道
具
を
作
ろ
う
》

　

市
内
神
楽
社
中
の
人
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
子
ど
も
用
の
採と

り

物も
の

（
神
楽
を
舞
う
人
が
手
に
持
つ
物
）

を
作
っ
て
み
よ
う
。
鬼
棒
・
幣
か
ら

選
べ
る
よ
。

◎
２
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

●
参
加
費　

鬼
棒　

１
０
０
円

　
　
　
　
　

幣　
　

２
０
０
円

※　

活
動
は
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時

〜
４
時
ま
で
で
す
。
当
日
、
１
階

受
付
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。


